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効率性

所
管

健康部

年度

委託内容
都

(回)講演会等開催数 25

事業内容

委託の有無

事業目的

活動指標
32

区民が身近な地域で適切な医療が受けられるよう、かかりつけ医等の定着促進、医療機関の機能分化や連携の推進を図
る。

113

669

24

健康学習会における託児業務の委託
一部委託

(１)かかりつけ機能の推進及び定着、病院と病院、病院と診療所等の医療機関における連携の推進、災害医療・救急医療
の整備等について関係機関等と総合的な検討を医療連携推進会議において行う。
(２）講演会・学習会等の実施によるかかりつけ機能の普及啓発。
(３)かかりつけ薬局の定着促進のため、地区薬剤師会で行う服薬の方法や薬の管理などに関する普及啓発活動に対する補
助。

補助金の有無

5,101

長期総合
計画体系

 [基本目標]

区民・各関係団体

平成

年度[終了予定]

 [小　　柱]

〔法令等名〕

Ⅲ-１．健康づくりと、自立生活を支える基盤づくり

 [施　　策]

事業区分

情報発信・収集、イベント

平成２８年度　事務事業評価シート

（２）地域医療の充実

台東区医療連携推進会議設置要綱、台東区かかりつけ薬局定着促進事業補助金交
付要綱

根拠法令等

事業対象

事務事業名 医療連携推進

　

健康課

行政計画 事業NO. 150 計画事業名
事業の開始・終了年度

医療連携推進

事
務
事
業
の
概
要

　

[事業開始]

①地域医療体制の充実

要綱

手段の適切性

事務事業コスト

(単位：千円)

［評価の理由］（区民生活への影響を十分考慮すること）

自らの病歴や健康状態を把握しているかかりつけ医等を身近な地域に持つことで、病状に対
するより早い適切な対応が可能になる。そのため、かかりつけ機能の普及啓発を講演会や広
報等によって引き続き行っていく必要がある。

3
評
価
の
視
点

評価 評価の理由

高齢化に伴う医療需要の拡大や医療を提供する場の多様化が進む中で、医療機関同士や医療と介護の連
携は重要性を増しており、医療連携推進会議による専門的な検討やかかりつけ機能の定着促進を図ること
が必要である。

維持

評
価
結
果

健康学習会やかかりつけ薬局についての講演会助成を通じて、区民に対するかかりつけ機能や医療連携の
普及啓発を図っているが、引き続き、普及啓発を行っていく必要がある。

3 区の窓口での医療マップの配布や講演会、広報紙への啓発記事の掲載を通して、かかりつけ機能等につい
て啓発を図っているが、更に各種イベント等でのPRなど、周知方法を検討する必要がある。

4

財源項目

(単位：千円)

必要性

前回評価から
改善した事項

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など）

東京都地域医療構想の策定にあたり、東京都への要望書を作成するために、台東区医療連携推進会議に区内病院
の代表もオブザーバーとして招き、協議を通して区の実状に対する認識の共有が図られた。

0

8,290

93

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

データなし

585

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など）

　一般財源（区負担額） 4,926

今後の方向性

5,824

5,938

1,013

5,019

280

6,959

かかりつけ医を持つ区民の割合

540

62.7

446

0

1,125

114

4,812

1,051

目的達成度

２６年度 ２７年度

2,520

3,188

成果指標
講演会等参加者数

4,261　人にかかるコスト（人件費など）

かかりつけ機能や医療機関相互の連携の仕組みについて、医療マップや区ホームページ、広報紙を有効に
活用して普及啓発を図っている。

事
務
事
業
の
実
績

729

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費）

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

　総経費

目標値

24

69.0 データなし(％)

830

29

種　別 指標の名称 (単位)
（２９年度）

２５年度

(人)

　決算額　　(単位：千円) 757


